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【概 要】

高齢化の進行に伴い骨粗鬆症患者数が国内のみならず世界的に増加しており 医学的・，

社会的問題となっている．交通事故や骨粗鬆症に起因する股関節破壊による歩行活動障

害を回復するための人工股関節（ステム）の高信頼性・高機能化は急務の課題である．

しかし，現行の金属製ステムでは個人の骨格形状にジャストフィットするような外形加

工を施すことが困難であり，患者の骨症状に応じたステム製作が困難である．また，骨

との安定性確保のため長期間療養が必要であり，術後の活動への障害となっている．人

工ステム装着後にゆるみが発生すると，骨が著しく破壊され大きな骨欠損を生じるため，

定期的な手術・ステム交換を余儀なくされている．

上記の背景を鑑み，本研究では，(i) CT 検査からの画像処理を併用したミクロ－マクロ

連成解析技術の開発による骨部の力学的物性評価のための高速演算の実現，(ii)形状及び

個人の骨格に適応可能な形状適合性を有する複合材料製ステムの設計・製作，(iii)評価試

験法の３点を研究目的とする．

【期待される成果】

骨部断面の CT 画像を基に，画像処理を施して有限要素分割化を行い，数値解析用

モデルの自動作成を行うプログラムを実現する．これを用いて，骨の物性値（剛性，

強度等）計算を FEM 解析により求めることが可能となる．さらに，異なる領域にお

ける有限要素モデルを多段階に重ね合わせ，スケール間の連成問題として巨視的な変

形状態と微視的な力学的挙動の把握を行うミクロ－マクロ連成解析プログラムを構築

する．これにより，ステム挿入による接合状態の力学的特性が明確となり，骨－ステ

ムの健全性評価が可能となる．
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